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「新岡山県消費生活基本計画
　　　　～消費者が主役となる社会を目指して～」

　県では、平成23年３月に「新岡山県消費生活基本計画」を策定しました。
　この計画は、平成23年度からの５年間を計画期間とし、県行政の各部門における消
費者施策を総合的かつ計画的に推進するための基本計画です。
　今後とも、消費者が主役となる社会を目指した事業実施に取り組んでまいりますの
で、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

を策定しましたを策定しました

平成23年度から平成27年度までの５年間

基本目標・重点目標

【基本目標Ⅰ】安全・安心な商品・サービスの確保
　食品、家庭用品、医薬品、住宅等について安全が確保され、消費者が安心できるよう、
指導や監視、情報提供などを行います。
　食の安全・安心の確保及び食育の推進については、「岡山県食の安全・安心推進計画」及
び「岡山県食育推進計画」と一体的に推進します。

【基本目標Ⅱ】自主的かつ合理的な選択の機会の確保
　消費者が自らの意思に基づき、合理的に商品やサービスを選ぶためには、規格や表示等
が適正であること、公正・公平な取り引きが行われていること、公正な価格であること、
必要な商品やサービスが必要な時に安定して供給されることが必要です。指導や監視、情
報提供などを行い、自主的かつ合理的な選択の機会の確保を図ります。

【基本目標Ⅲ】環境にやさしい消費生活の促進
　日常生活において利便性の向上が追求され、経済社会が大量生産、大量消費、大量廃棄
型へと移行してきたことの反省から、省資源・省エネルギー等環境に配慮した行動の実践
が求められています。消費者が環境に負荷を与えない消費生活を送ることができるよう、
適切な情報提供を行うとともに、事業者や消費者と協働した実践・啓発運動を展開し
ます。

計画の期間

【基本目標Ⅳ】自ら考え行動する消費者への支援
　消費者が主役となる社会の実現のためには、消費者一人ひとりが知識と判断力、行動力
を身につけ、自立した消費者となることが必要です。
　消費者に対して、きめ細かな情報を迅速かつ的確に提供するとともに、消費者の自主的
学習や消費者教育を推進します。

【基本目標Ⅴ】消費者被害の防止・救済
　岡山県消費生活センターに寄せられる消費生活相談の件数は、平成16年度をピークとし
て減少する傾向にありますが、これは、不当（架空）請求に関する相談の激減が主な要因
で、それ以外の相談はわずかな減少にとどまっています。
　高齢者及び障害のある人等について、周囲の人との連携を図り、悪質商法等による被害
の防止に努めます。また、悪質な事業者の指導・取締りを強化するとともに、被害の早期
発見、迅速な対応のため、消費者に身近な市町村の相談体制充実への支援を行います。

・施策１　きめ細かな情報提供と消費者教育・学習の推進

・施策２　市町村の相談体制充実への支援

・施策３　悪質な事業者の監視・指導・取締りの強化

計画期間中の重点施策

http://www1.pref.okayama.jp/soshiki/detail.html?lif_id=95333
　又は
　 岡山県ＨＰトップページ→組織で探す→県民生活部
　　→くらし安全安心課：右側の「制度・計画・プラン」
　　　→新岡山県消費生活基本計画～消費者が主役となる社会を目指して～

新岡山県消費生活基本計画（概要版及び全文）は、
県ホームページからダウンロードできます。

お問い合わせ先

　岡山県消費生活条例に基づく５つの基本目標と、その下に17の重点目標を定め
ています。

岡山県県民生活部くらし安全安心課消費生活班
直通電話：０８６－２２６－７３４６


